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平成 28 年度学年暦・授業時間割 

 

 

【 学 年 暦 】  

・前学期始      4 月 1 日（金） 

・入学式       4 月 5 日（火） 

・前学期開講     4 月 8 日（金） 

・前学期定期試験   8 月 1 日（月）～8 月 5 日（金） 

・夏季休業      8 月 9 日（火）～9 月 30 日（金） 

・前学期終      9 月 30 日（金） 

・開学記念日     10 月 1 日（土） 

・後学期始      10 月 1 日（土） 

・後学期開講     10 月 3 日（月） 

・冬季休業      12 月 27 日（火）～1 月 5 日（木） 

・後学期定期試験   2 月 8 日（水）～2 月 14 日（火） 

・学位記授与式    3 月 24 日（金） 

・後学期終      3 月 31 日（金） 

 

 

【 授 業 時 間 】  

校 時  時 間  備 考  

Ⅰ  8： 50～ 10： 20 

通 常 の 授 業 時 間 帯  

Ⅱ  10： 30～ 12： 00 

Ⅲ  13： 00～ 14： 30 

Ⅳ  14： 40～ 16： 10 

Ⅴ  16： 20～ 17： 50 

Ⅵ  18： 00～ 19： 30 
特 例 に よ る 夜 間 の 授 業 時 間 帯  

Ⅶ  19： 40～ 21： 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目  次 
 

１ 学校教育学研究科の教育目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 

２ 学校教育学研究科の教育・研究上の特色・・・・・・・・・・・・・・・・２ 
 

３ 各コースにおける教育・研究の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
 

４ 学位授与の方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
 

５ 教育課程編成・実施の方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
 

６ カリキュラムマップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 
 

７ 履修基準，履修方法，修了認定及び学位・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
 

８ 現職教員等の教育方法の特例措置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
 

９ 探究実習について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 
 

10 実践研究報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
 

11 履修科目の登録の上限・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
 

12 サテライトキャンパス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
 

13 佐賀大学大学院学校教育学研究科規則・・・・・・・・・・・・・・・・・14 
 

14 佐賀大学大学院学校教育学研究科履修細則・・・・・・・・・・・・・・・16 
 

15 佐賀大学大学院学校教育学研究科における教育実習科目の実習参加資格基準 

・・・19 
 

16 開講科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 
 

17 授業科目の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 
 

18 教員免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 
 

19 各種手続き等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 学校教育学研究科の教育目的 

学校教育学研究科は，学力問題への対応，特別支援教育やいじめ問題・不登校 

対応など多様な教育ニーズへの対応及び新たな学校づくりという地域の教育課題 

に対して，中心的な役割を担う高度な専門性と実践的指導力を備えた教員を養成 

すること使命としています。そのため，学部卒業生等（すでに教員免許を有して 

いる人を含む）は，学校課題を明確に把握しながら即戦力として活躍できる力を 

培うとともに，将来的に地域の学校改革の担い手となりうる高度専門職業人とし 

ての教員を，現職教員等については，地域の教育課題に応じた学校改革を担うリ 

ーダーを養成することを目的とし，特色あるコースを設けます。それぞれのコー 

スにおける目的は次のとおりとします。 

（1）授業実践探究コース 

地域教育の課題としての「学力向上」に応じて，以下の 4 つの資質能力を育成 

し，学校教育の改革・発展に向けて新たな取り組みを行うことができる教員を養 

成することを目的とします。 

①学力と教育課程，授業構成，学習評価についての理論的な知識 

②学力と教育課程，授業構成，学習評価についての実践的な能力 

③学力育成について課題を明らかにし，学び続ける意欲と態度 

④多様な教育ニーズへの対応，及び学校・学級経営に関する基本的な知識 

 

（2）子ども支援探究コース 

地域教育の課題としての「不登校，いじめ問題への対応，特別支援教育充実」 

に応じて，以下の 4 つの資質能力を育成し，学校教育の改革・発展に向けて新た 

な取り組みを行うことができる教員を養成することを目的とします。 

①生徒指導，教育相談，特別支援教育についての理論的な知識 

②生徒指導，教育相談，特別支援教育についての実践的な能力 

③多様な教育ニーズへの対応について課題を明らかにし，学び続ける意欲と態度 

④学力育成，及び学校・学級経営に関する基本的な知識 

 

（3）教育経営探究コース 

地域教育の課題としての「地域の課題や子どもたちの実情に応じた新しい学校 

づくり」に応じて，以下の 4 つの資質能力を育成し，学校教育の改革・発展に向 

けて新たな取り組みを行うことができる教員を養成することを目的とします。 

①地域と学校の連携，学校経営，学級経営についての理論的な知識 

②地域と学校の連携，学校経営，学級経営についての実践的な能力 

③新しい学校づくりについて課題を明らかにし，学び続ける意欲と態度 

④学力育成，及び多様な教育ニーズへの対応に関する基本的な知識 
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２ 学校教育学研究科の教育・研究上の特色 

（1）現職教員の受入れ体制 

  現職教員の受入れに係る入学者選抜，学力検査等のほか，教育現場の研究業績 

等の審査により行う。また，大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例を適 

用して，一定期間働きながら必要な単位が修得できるよう配慮する。 

 

（2）構成及びカリキュラム 

①本研究科は，教育実践探究専攻の 1 専攻で構成し，専門的なコースとして，授 

業実践探究コース，子ども支援探究コース，教育経営探究コースの 3 コースを設 

置する。 

 ②カリキュラムは，各コースとも図 1 で示したような①目標設定確認科目，②共 

通必修科目，③教育実習科目，④コース専門科目，⑤目標達成確認科目で編成し， 

理論と実践の往還を原理として構造化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 教育実践探究専攻のカリキュラム構造 

 

 

 

② 共通必修科目 (20)基礎と課題  

 ・教育実践基礎科目  

 ・教育実践課題研究科目  

④ コース専門科目 (12) 

授 業 実 践 探 究  子 ど も 支 援 探 究  教 育 経 営 探 究  

 ・教育実践開発科目  

 ・教育実践省察科目  

③ 教育実習科目 (10) 

 ・異校種・関係機関実習  

・学校変革試行実習  

  （現職教員等学生）  

  

・基盤教育実習  

 ・学校課題探究実習  

（学部卒業生等学生）  

理論と実践

往  還  

⑤ 教育実践課題研究Ⅱ（ 2）（目標達成確認科目）  

・実践研究報告書の作成と発表  

（学校変革試行，あるいは学校課題探究のいずれか）  

学校改革委への参加の継続  

地
域
か
ら
の
評
価 

①   教育実践課題研究Ⅰ（2）（目標設定確認科目） 

・課題の明確化（学力育成，不登校，学校運営等）  

・研究・実習計画の作成  
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３ 各コースにおける教育・研究の概要 

（1）授業実践探究コース 

佐賀県教育の課題としての「学力向上」に応じて，学力と教育課程，学習評価 

についての高度な実践的な知識・技能を有し，教育課程，及び授業実践と学習評 

価の改善・開発に向けて新たな取り組みを行うことができる教員の養成をめざし， 

理論と実践の往還を図る研究・教育を行う。 

 

（2）子ども支援探究コース 

佐賀県教育の課題としての「不登校，いじめ問題への対応，特別支援教育充実」 

に応じて，生徒指導，教育相談，及び特別支援教育についての高度な実践的な知 

識・技能を有し，児童・生徒の成長に向けて新たな取り組みを行うことができる 

教員の養成をめざし，理論と実践の往還を図る研究・教育を行う。 

 

（3）教育経営探究コース 

佐賀県教育の課題としての「地域の課題や子どもたちの実情に応じた新しい学 

校づくり」を実現するために，学校経営，及び学校と地域との連携についての高 

度な実践的な知識・技能を有し，新たな学校づくりに向けての取り組みを行うこ 

とができる管理職教員，及び確かな学級経営ができる新採教員の養成をめざし， 

理論と実践の往還を図る研究・教育を行う。 

 

４ 学位授与の方針 

学校教育学研究科の教育目的及び各コースの目的に掲げる育成する資質能力を 

身に付けさせることであり，本研究科の設定する授業科目（共通必修科目，コー 

ス専門科目，実習科目，目標設定確認科目，目標達成確認科目）を履修し，修了 

要件を満たすことが必要要件である。 

とりわけ，本研究科の教育目的に沿った即戦力となりうる教員としての資質（学 

部卒業生等），あるいはリーダー教員としての資質（現職教員等）については，目

標設定・達成確認科目群において重点的に判断される。 

（1）目標設定・達成科目では，1 年次において，今日の教育課題を具体的に把握し 

て本研究科での学びを明確化し，2 年次において，2 年間の学修の成果をまとめ 

る。 

（2）共通必修科目は，「教育課程編成・実施」，「教科等の実践的指導方法」，「生徒 

指導・教育相談」，「学校・学級経営」及び「学校教育と教員のあり方」の 5 領域 

から構成され，実践と理論との往還の基盤となる科目を学修する。 

（3）コース専門科目は各コースにおける学びを深めるための科目を学修する。 

（4）実習科目は，各コースにおける現職教員学生と一般入学学生のそれぞれについ 

て，教育理念に沿った実践的指導力を高めるための科目を学修する。 
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５ 教育課程編成・実施の方針 

学校教育学研究科の教育目的，学位授与の方針に基づき，教員としての資質・

能力を総合的に高いレベルで高め，かつ各コースが目標としている特定の資質能

力を高めるために，以下のような体系的なカリキュラムを編成する。 

（1）目標設定・達成確認科目 

本研究科での学びを確かなものとするための科目群です。1 年次において，今

日の教育課題を具体的に把握して，本研究科での学びを明確化し（実践研究と実

習計画の作成），そして 2 年次において，2 年間の学修の成果をまとめる（実践研

究報告書の作成及び発表）。 

 

（2）共通必修科目 

「教育課程編成・実施」，「教科等の実践的指導方法」，「生徒指導・教育相談」，

「学校・学級経営」及び「学校教育と教員のあり方」の 5 領域から構成される，

理論と実践の往還の基盤となる科目群である。 

 

（3）コース専門科目 

各コースにおける学びを深めるための科目群で，以下の領域からなる。 

①授業実践探究コース：「授業と学習評価」，「授業の指導法」，「授業の内容開発」 

②子ども支援探究コース：「子ども理解」，「子ども支援」，「特別支援教育」，「生徒 

指導」，「教育相談」 

③教育経営探究コース：「教育経営」，「学校経営」，「教育組織・環境」 

 

（4）実習科目 

各コースにおける学部卒業生等学生と現職教員等学生のそれぞれについて，教

育理念に沿った実践的指導力を高めるため，以下のような科目群（通年）を配置

している。 

①学部卒業生等 

・基盤教育実習：すべてのコースにて 1 年次に，教育実践の基本について実際 

的に学び，自己及び実習校の実践的な教育課題を発見することを目的とした実 

習を行う。 

・学校課題探究実習：すべてのコースにて 2 年次に，実習校の課題に応じて， 

調査や授業実践その他の支援を試みるなどして，その分析や解釈と改善策の立 

案 

・実践を行うことを目的とした探究実習を行う。 

②現職教員等 

・異校種教育実習：授業実践探究コースの 1 年次に，連携教育の視点や方法を

明らかにするような異校種（例：小学校教員であれば幼稚園や中学校など）に

て探究実習を行う。 

・関係機関実習：子ども支援探究コースと教育経営探究コースの 1 年次に，コ 

ースの教育目標及び教育活動と関わりの深い関係機関（例；子ども支援探究コ 
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ースであれば佐賀県教育センター，教育経営探究コースであれば教育委員会な 

ど）にて探究実習を行う。 

・学校変革試行実習：すべてのコースにて 2 年次に，自らの所属学校等におい

て，それぞれの学校課題に応じた変革の試行を中心とした探究実習を行う。 

 

６ カリキュラムマップ 

（1）授業実践探究コースにおける教育目標を達成するための授業科目の流れ 

（カリキュラムマップ） 

学位授与

の方針 

授 業 科 目 名 

1 年前期 1 年後期 2 年前期 2 年後期 

（1） 教育実践課題研究Ⅰ   教育実践課題研究Ⅱ 

（2） 

特別支援教育の基礎と

課題 

生徒指導・学校カウン

セリングの基礎と課題 
  

教育経営の基礎と課題
教育課程編成の基礎と

課題 
  

授業づくりと学級経営

の基礎と課題 

教科等におけるＩＣＴ

利活用の基礎と課題 
  

現代的な学力観と授業

実践の基礎と課題 

地域と連携する学校づ

くりの基礎と課題 
  

教職キャリアデザイン

の基礎と課題 
   

子どもの学ぶ意欲の基

礎と課題 
   

（3） 

 学力と学習評価の研究
授業実践と学習評価の

省察 
 

 授業実践の研究   

 
授業実践と学習評価の

開発 
  

 授業実践指導法の研究   

 
授業実践内容開発の研

究 
  

（4） 基盤教育実習・異校種教育実習 学校課題探究実習・学校変革試行実習 

標準修得

単位数 
14 23 2 7 
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（2）子ども支援探究コースにおける教育目標を達成するための授業科目の流れ 

（カリキュラムマップ） 

学位授与

の方針 

授 業 科 目 名 

1 年前期 1 年後期 2 年前期 2 年後期 

（1） 教育実践課題研究Ⅰ   教育実践課題研究Ⅱ 

（2） 

特別支援教育の基礎と

課題 

生徒指導・学校カウン

セリングの基礎と課題
  

教育経営の基礎と課題
教育課程編成の基礎と

課題 
  

授業づくりと学級経営

の基礎と課題 

教科等におけるＩＣＴ

利活用の基礎と課題 
  

現代的な学力観と授業

実践の基礎と課題 

地域と連携する学校づ

くりの基礎と課題 
  

教職キャリアデザイン

の基礎と課題 
   

子どもの学ぶ意欲の基

礎と課題 
   

（3） 

 心身の発達過程論 
子ども支援活動実践の

開発・省察 
 

 
発達障害を持つ子ども

の理解と支援 
  

児童福祉と教育 子ども支援活動演習   

心理アセスメント論    

（4） 基盤教育実習・関係機関実習 学校課題探究実習・学校変革試行実習 

標準修得

単位数 
18 19 2 7 
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（3）教育経営探究コースにおける教育目標を達成するための授業科目の流れ 

（カリキュラムマップ） 

学位授与

の方針 

授 業 科 目 名 

1 年前期 1 年後期 2 年前期 2 年後期 

（1） 教育実践課題研究Ⅰ   教育実践課題研究Ⅱ 

（2） 

特別支援教育の基礎と

課題 

生徒指導・学校カウン

セリングの基礎と課題
  

教育経営の基礎と課題
教育課程編成の基礎と

課題 
  

授業づくりと学級経営

の基礎と課題 

教科等におけるＩＣＴ

利活用の基礎と課題 
  

現代的な学力観と授業

実践の基礎と課題 

地域と連携する学校づ

くりの基礎と課題 
  

教職キャリアデザイン

の基礎と課題 
   

子どもの学ぶ意欲の基

礎と課題 
   

（3） 

学級・学校危機管理論

Ⅰ 
学校内外連携・協働論 

教育経営改善の開発・

省察 
 

 
学校経営課題探究の方

法論 
  

 
地域教育経営課題探究

の方法論 
  

 
学級・学校危機管理論

Ⅱ 
  

    

（4） 基盤教育実習・関係機関実習 学校課題探究実習・学校変革試行実習 

標準修得

単位数 
16 21 2 7 
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７ 履修基準，履修方法，修了認定及び学位 
（1）履修基準 

研究科修了に必要な単位数は次表のとおりとする。 

単位数

科 目 
単位数 

共通必修科目 20単位 

コース専門科目 12単位 

教育実習科目 10単位 

目標確認科目 4単位 

計 46単位 

 

（2）履修方法 

  科目の履修方法は次のとおりとする。 

①共通必修科目 専攻内で開設する共通必修科目 20 単位を全て履修する。 

②コース専門科目 専攻内で各コース別に開設する授業科目のうち必修科目を 

含めて合計 12 単位以上を履修する。 

③教育実習科目 専攻内で開設する実習科目のうち 10 単位以上を履修する。 

④目標確認科目 専攻内で開設する目標確認科目 4 単位を履修する。 

 

（3）修了認定及び学位 

研究科に 2 年（標準）以上在学し，所定の 46 単位以上を修得した者は，佐賀大

学大学院学校教育学研究科を修了した者と認定し，教職修士（専門職）の学位を

授与する。 

 

８ 現職教員等の教育方法の特例措置 

現職教員に対しては，大学院設置基準第 14 条を適用し，現職教員が高等教育を

受ける機会を拡大するため次の措置を行う。 

（1）修業年限 2 年間のうち最初の 1 年間は，現職を離れて通常の時間帯における授

業科目の履修を原則とする。修了に必要な 46 単位のうち 37 単位以上は通常の時

間帯における授業科目の履修によって修得しなければならない。 

（2）修業年限 2 年間のうち後半の 1 年間は，現職の在職校等で勤務しながら，原則

として週 1 回以上定期的に通学し，夜間等の時間帯で授業科目を履修し，残りの

単位を修得することができる。 

（3）特例措置による授業時間帯は夜間（6校時 18時00分～19時30分，7校時 19時

40分～21時10分），土曜日及び夏季・冬季休業期間とし，必要に応じて特定の曜

日にも授業を行う。  

 

９ 探究実習について  

本研究科の理念・目的は「佐賀の地域に必要とされ，学校教育現場の諸課題に  

対応し，課題解決できるような『開発と省察の往還』による高度な専門性と実践

的指導力を備えた教員の養成」であり，この理念・目的に応じて，地域との連携
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・協働による探求実習を行う。  

（1）各探究実習の概要  

基盤教育実習 

 【選択必修・5 単位】

（週 1回 8時間×22日間，

事前・事後指導） 

 受講者は学部卒業生等学生とし，学校課題探究実習に先立って，

教育実践の基本（学校における教師の仕事の基本的な通常業務）に

ついて実際的に学び，実践的な課題を発見することを目的に，授業

実践等を試みる。 

学校課題探究実習 

 【選択必修・5 単位】

（週 1回 8時間×22日間，

事前・事後指導） 

 受講者は学部卒業生等学生とし，実習校の課題（教科指導・生徒

指導・特別支援教育・学級経営・学校運営等）に応じて，調査や授

業実践を試みるなどしてその分析や解釈を行う。学校課題解決のた

めの実践力を養う。 

異校種教育実習 

 【選択必修・5 単位】

（週 5 日間×4 週間（合

計 20 日間），事前・事後

指導） 

 受講者は現職教員等学生とし，自身が所属する学校とは異なる隣

接校種の学校園において授業実習を行い，学校間の連携について考

察する。このことにより，ミドルリーダーとしての資質，連携力の

育成を図る。 

関係機関実習 

 【選択必修・5 単位】

（週 5 日間×4 週間（合

計 20 日間），事前・事後

指導） 

 受講者は現職教員等学生とし，学校以外の異なる 2 ヶ所の学校教

育関係機関でそれぞれ実務実習を行い，学校と関係機関との連携の

あり方について考察する。このことにより，ミドルリーダーとして

の資質，連携力の育成を図る。 

学校変革試行実習 

 【選択必修・5 単位】

（週 1回 8時間×22日間，

事前・事後指導） 

 受講者は現職教員等学生とし，自身が在籍する学校の課題に即

し，組織変革や新たなカリキュラムと実践の開発を組織的に試みる

ことで，スクールリーダーとしての問題把握力・分析力・実践力・

指導力の向上を図るとともに，学校改革に貢献する。 

 

（2）各コースの探究実習科目 

コース 実習生 1年次実習 2年次実習 

授 業 実 践

探 究 コ ー

ス 

一般（学

部 卒 業

生 等 学

生） 

基盤教育実習（初等） 

基盤教育実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

学校課題探究実習（初等） 

学校課題探究実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

現 職 教

員 等 学

生 

異校種教育実習（幼稚園） 

異校種教育実習（小学校） 

異校種教育実習（中学校） 

異校種教育実習（高等学校）

○実習先：附属学校園等 

学校変革試行実習（初等） 

学校変革試行実習（中等） 

○実習先：現任校 
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子 ど も 支

援 探 究 コ

ース 

一般（学

部 卒 業

生 等 学

生） 

基盤教育実習（初等） 

基盤教育実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

学校課題探究実習（初等） 

学校課題探究実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

現 職 教

員 等 学

生 

関係機関実習 

○実習先：児童相談所，教育

センター等 

学校変革試行実習（初等） 

学校変革試行実習（中等） 

○実習先：現任校 

教 育 経 営

探 究 コ ー

ス 

一般（学

部 卒 業

生 等 学

生） 

基盤教育実習（初等） 

基盤教育実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

学校課題探究実習（初等） 

学校課題探究実習（中等） 

○実習先：連携協力校 

現 職 教

員 等 学

生 

関係機関実習 

○実習先：教育行政機関 

学校変革試行実習（初等） 

学校変革試行実習（中等） 

○実習先：現任校 

※基盤教育実習，学校課題探究実習及び学校変革試行実習は（初等）または（中等）

のいずれかを選択履修し，異校種教育実習は（幼稚園），（小学校），（中学校）

または（高等学校）から選択履修すること。 

 

10 実践研究報告書 

実践研究報告書は，各コースにおける実践的研究に基づき，教育に寄与し，あ 

るいは教育実践の向上に貢献することが期待されるものとする。 

 

11 履修科目の登録の上限 

学生が履修科目として登録することのできる単位数の上限は，1 年間に 37 単位 

とする。 

 

12 サテライトキャンパス 

学校教育学研究科では，佐賀県内各地域の教育活動の特色や地域人材を生かし

て大学院生が学びよい環境を整備すること，地域の学校教育の変革ならびに教育

課題の改善に寄与することなどを目的として，佐賀県鳥栖市，武雄市，唐津市の3

地区に地元市町教委との連携により，教職大学院「サテライトキャンパス」を設

置する。 
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 ○鳥栖サテライトキャンパス 

・主会場…鳥栖市民文化会館（佐賀県鳥栖市宿町807－17）「研修室」 

「美術工芸室」 

研修室は最大100名程度の受講が可能です。「公開講座」や「教育実習カンフ

ァレンス（成果報告会）」で使用します。「美術工芸室」は多目的な用途に対

応できる教室で，講義や演習，院生の自学自習の場として使用できます。また

サテライトキャンパスより0.1kmの隣接地に鳥栖市立図書館（蔵書数約15万冊）

があり，教員および院生の研究や学習に利用できます。 

※主会場までのアクセス 

・ＪＲ佐賀駅より長崎本線「鳥栖駅」下車，徒歩15分 

・大学より自家用車利用で約50分（自家用車で域内最大50分圏内） 

 

○武雄サテライトキャンパス 

・主会場…武雄市役所北方支所（佐賀県武雄市北方町大字志久1557） 

会場は授業（講義），自習室，資料室としての機能をもちます。大学より自 

家用車利用で所要時間約40分（自家用車で域内最大50分圏内）です。 

・副会場…武雄市文化会館（佐賀県武雄市武雄町大字武雄5538番地1） 

会場は最大100名程度の受講が可能です。 

※会場までのアクセス 

・ＪＲ佐賀駅より佐世保線「武雄温泉駅」下車，徒歩15分 

・大学より自家用車利用で所要時間約40分 

 

○唐津サテライトキャンパス 

  ・主会場…相知交流文化センター（佐賀県唐津市相知町中山3600番地8）  

「研修室」 

研修室は最大90名程度の受講が可能です。「公開講座」や「教育実習カンフ 

ァレンス（成果報告会）」で使用します。 

・副会場…唐津市役所相知図書館（佐賀県唐津市相知町相知1959-5）「学習室」 

唐津サテライトキャンパスより0.7kmの地点にあり，教員および院生の研究や 

学習に利用できます。図書館の蔵書数は約3.7万冊です。 
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※主会場・副会場までのアクセス 

・ＪＲ佐賀駅より唐津線「相知駅」下車，徒歩10分 

  ・大学より公用車利用で約70分（自家用車で域内最大60分圏内） 

 

（1）サテライトキャンパスにおける授業科目の内容 

①教育実習の一環としての「リフレクション」および「カンファレンス」 

授業科目：現職教員学生が2年次に行う「学校変革試行実習」の一環として行

う。 

授業内容： 

○リフレクション 

当該地域において「学校変革」「学校課題の改善」「次期スクールリーダ 

   ーの養成」を目的とする「学校変革試行実習」を実施している現職派遣教員 

院生の実習内容に関する協議，教職大学院の指導教員による指導，現任校の

教職員も交えた協議会や情報交換等を行います。 

○カンファレンス 

当該地域において実習している現職派遣教員院生の実習経過や実習成果の 

報告および地域の「学校変革」への取組についての協議を行います。現職派 

遣教員院生および現任校の教職員に加えて，他の大学院生，地域の一般教職 

員，教育委員会関係者，教職大学院の教員等を交えた協議や講演を行います。 

実施時期：リフレクション…「学校変革試行実習」中随時（4月～9月） 

カンファレンス…「学校変革試行実習」中および実習終了後（10月） 

受講対象：現職教員等学生および学部卒業生等学生，現職教員等学生の現任

校の教職員，地域の一般教職員，教育委員会関係者 

受講会場：市庁舎，公共施設，連携協力校 等 

 

（2）授業全体をサテライトで実施する科目 

  ①授業科目：教育経営探究コース「学校内外連携・協働演習」 

（2単位・30時間） 

   授業内容：学校内における教員の連携，学校と地域や関係機関等との連携に 

ついて講義・演習・実地見学・ゲストティーチャーによる指導講 

話等を通して体験的に学ぶ。 

受講対象：教育経営探究コース在籍の2年次大学院生（5名程度） 

実施時期：2年次前学期木曜日・第3限（13時00分～14時30分） 

受講会場：授業の追究テーマや院生のニーズに応じて，鳥栖・武雄・唐津の 

サテライトキャンパスの中から実地視察先等を考慮して適切な 

会場を選定する。テーマ・ニーズ等が複数になる場合は2ヶ所あ

るいは3ヶ所のサテライトキャンパスをローテーションする。時

間割を調整してサテライトキャンパスを拠点とした集中講義的

演習を実施し，学校や教育機関の見学やゲストティーチャーの招

聘による授業等を行う。 
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（3）授業の一部をサテライトで実施する科目 

  ①授業科目：共通必修科目「教科等におけるＩＣＴ利活用の基礎と課題」 

（2 単位・30 時間） 

授業内容：武雄サテライトキャンパスにおいて，ＩＣＴ機器を利活用した 

授業 

実践の検討について，教育委員会及び地域の学校教員と共同で 

実践的な検討を行う。 

全 15 回のうち，3 回をサテライトキャンパスにおいて開講する。 

   受講対象：1年次大学院生（共通必修科目・20名程度） 

実施時期：1年次後学期月曜日・第4限（第9，10，11回をサテライトキャンパ

スで開講） 

 

②授業科目：授業実践探究コース「学力と学習評価の研究」 

（2単位・30時間） 

   授業内容：鳥栖サテライトキャンパスにおいて，学習評価について教育委員

会及び地域の学校の教員と共同して実践的な検討を行う。全15回

のうち3回をサテライトキャンパスにおいて開講する。 

   受講対象：授業実践探究コース在籍の1年次大学院生（10名程度） 

実施時期：1年次後学期水曜日・第2限（第9，10，11回をサテライトで開講） 

 

  ③授業科目：子ども支援探究コース「子ども支援活動演習」 

（2 単位・30 時間） 

   授業内容：唐津サテライトキャンパスにおいて，自立支援施設の観察および

記録についてのスーパーヴァイズ，カンファレンス等を教育委員

会および地域の教員と行う。 

全 15 回のうち，3 回をサテライトキャンパスにおいて開講する。 

   受講対象：子ども支援探究コース在籍の1年次大学院生（10名程度） 

実施時期：1 年次後学期木曜日・第 2 限（第 8，9，10 回をサテライトキャン 

パスで開講） 

 

（4）受講者への配慮事項 

サテライトキャンパスにおける実習のリフレクション，カンファレンスおよ

び講義等は正式科目の授業として位置づける。最寄りのサテライトキャンパス

で実施することで，特に現職派遣教員院生の通学・移動の負担軽減を図るとと

もに，各地域の特色ある教育活動や教育施設，ゲストティーチャーの参画など，

地域が有する教育資源を利活用することにより教職大学院における学修の充実

を図る。 
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13 佐賀大学大学院学校教育学研究科規則 

（平成２８年２月２４日制定） 

（趣旨） 

第１条 佐賀大学大学院学校教育学研究科（以下｢研究科｣という。）に関する事項

は，国立大学法人佐賀大学基本規則（平成１６年４月１日制定），佐賀大学大学

院学則（平成１６年４月１日制定。以下「大学院学則」という。）及び佐賀大学

学位規則（平成１６年４月１日制定）に定めるもののほか，この規則の定めると

ころによる。 

（研究科の目的） 

第２条 研究科は，学校教育現場の諸課題に対応し，課題を解決できるような「理

論と実践の往還」による高度な専門性と実践的な指導力を備えた教員を養成する

ことを目的とする。 

（専攻及びコース） 

第３条 研究科に次の専攻及びコースを置く。 

専 攻 名 コ ー ス 名 

教育実践探究専攻 授業実践探究コース，子ども支援探究コース，教育経営探究コ

ース 

２ 専攻の目的は，各コースにおいて次に掲げるとおりとする。 

(1) 授業実践探究コース 

 現代的な学力育成の課題に応じて，授業実践において，学習指導に関する高度

な資質を育成することを目的とする。 

(2) 子ども支援探究コース 

 特別支援や生徒指導・教育相談等の多様な教育ニーズに応じて，さまざまな場

面において，きめ細かに子どもを指導する高度な資質を育成することを目的とす

る。 

(3) 教育経営探究コース 

地域社会の変貌や少子化等の社会的課題に応じて，地域と連携した学校経営に

おいて，高度な資質を育成することを目的とする。 

（指導教員） 

第４条 学生の専攻分野に応じ，それぞれの目的を達成するため，学生ごとに主指

導教員１人及び副指導教員１人を置く。 

（授業科目，単位数及び履修方法） 

第５条 授業科目，単位数及び履修方法は，佐賀大学大学院学校教育学研究科履修 

細則（平成２８年２月２４日制定）に定めるところによる。 

２ 教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時

期において授業を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

（他の大学院等における授業科目の履修） 

第６条 学生は，大学院学則第１４条の規定に基づき，他の大学院及び外国の大学

院の授業科目を履修することができる。 

２ 指導教員は，指導上必要があると認めるときは，学生が他の研究科の授業科目
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を履修することを認めることができる。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第７条 研究科が必要と認めたときは，大学院学則第１５条の規定に基づき，学生

が大学院に入学する前に大学院又は他の大学院において履修した授業科目につい

て修得した単位を，大学院に入学した後の大学院における授業科目の履修により

修得したものとみなすことができる。 

（履修手続） 

第８条 履修しようとする授業科目については，各学期とも所定の期間に定められ

た方法により履修手続をしなければならない。ただし，学期の中途から開始され

る授業科目については，その都度履修手続をしなければならない。 

（成績判定及び単位の授与） 

第９条 授業科目を履修した場合には，授業担当教員が成績判定の上，合格した者

に対して所定の単位を与える。 

２ 成績判定は，平素の学修状況，学修報告，実践研究報告書及び試験等によって

行う。 

３ 成績は，秀・優・良・可・不可の評語をもって表わし，秀・優・良・可を合格

とし，不可は不合格とする。 

（試験） 

第１０条 試験は，毎学期末又は毎学年末において授業担当教員が行う。 

（課程の修了） 

第１１条 研究科を修了するには，所定の期間在学し，かつ，所定の単位を修得し

なければならない。 

（入学者の選考） 

第１２条 入学者の選考は，その志望する専攻を修めるために必要な学力及び能力

について行う。 

（研究生及び科目等履修生） 

第１３条 研究科の教育研究に支障のないときは，研究科委員会の議を経て，研究

生及び科目等履修生の入学を認めることができる。 

（特別研究学生） 

第１４条 研究科は，他の大学院又は外国の大学院等との協議に基づき，他の大学

院等の学生が特別研究学生として研究指導を受けることを認めることができる。 

（特別聴講学生） 

第１５条 研究科は，他の大学院又は外国の大学院等との協議に基づき，他の大学

院等の学生が特別聴講学生として授業科目を履修することを認めることができ

る。 

（転入学又は再入学を許可された者の既修得単位等の認定） 

第１６条 研究科に転入学又は再入学を許可された者が，佐賀大学の大学院又は他

の大学院（外国の大学院を含む｡）で既に修得した単位数及び在学した期間は，研

究科委員会の議を経て通算することができる。 

（雑則） 
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第１７条 この規則に定めるもののほか，研究科に関し必要な事項は，研究科委員

会において定める。 

 

 

附 則 

 この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 

 

14 佐賀大学大学院学校教育学研究科履修細則 

（平成２８年２月２４日制定） 

 （趣旨） 

第１条 佐賀大学大学院学校教育学研究科規則（平成２８年２月２４日制定。以下「研究科規

則」という。）第５条の規定に基づく佐賀大学大学院学校教育学研究科（以下「研

究科」という。）の授業科目，単位数及び履修方法は，この細則の定めるところに

よる。 

 （修了に必要な単位数） 

第２条 研究科の修了に必要な単位数は，次の表に掲げるとおりとする。 

専 攻

科 目 
教育実践探究専攻 

共通必修科目 ２０単位 

コース専門科目 １２単位 

教育実習科目 １０単位 

目標確認科目 ４単位 

計 ４６単位 

 

（授業科目及び単位数等） 

第３条 授業科目及び単位数等については，コースごとに別表Ⅰに掲げるとおりと

する。 

 （履修方法） 

第４条 科目の履修方法は，次のとおりとする。 

(1) 共通必修科目 専攻内で開設する共通必修科目２０単位を全て履修する。 

(2) コース専門科目 専攻内で各コース別に開設する授業科目のうち必修科目を

含めて合計１２単位以上を履修する。 

(3) 教育実習科目 専攻内で開設する実習科目のうち１０単位以上を履修する。 

(4) 目標確認科目 専攻内で開設する目標確認科目４単位を履修する。 

 

（履修登録単位の上限） 

第５条 履修科目の登録は，年間３７単位を上限とする。 

２ 研究科規則第７条の規定により修得したものとみなす授業科目の単位は，１０

単位を限度として，第２条に定める単位に含めることができる。 
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附 則 

この細則は，平成２８年４月１日から施行する。 

 

 

別表Ⅰ（第３条関係） 

教育実践探究専攻 

科目 

必修

・選択

必修 

授  業  科  目 

単

位

数

備     考 

共
通
必
修
科
目 

必修 

教育課程編成の基礎と課題 2   

現代的な学力観と授業実践の基礎

と課題 
2   

教科等におけるＩＣＴ利活用の基

礎と課題 
2   

子どもの学ぶ意欲の基礎と課題 2   

生徒指導・学校カウンセリングの基

礎と課題 
2   

特別支援教育の基礎と課題 2   

教育経営の基礎と課題 2   

授業づくりと学級経営の基礎と課

題 
2   

地域と連携する学校づくりの基礎

と課題 
2   

教職キャリアデザインの基礎と課

題 
2   

授
業
実
践
探
究
コ
ー
ス 

専
門
科
目 

必修 

授業実践の研究 2   

学力と学習評価の研究 2   

授業実践と学習評価の開発 2   

授業実践と学習評価の省察 2   

授業実践指導法の研究 2   

授業実践内容開発の研究 2   
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子
ど
も
支
援
探
究
コ
ー
ス 

専
門
科
目 

必修 

心身の発達過程論 2   

心理アセスメント論 2   

子ども支援活動実践の開発・省察 2   

発達障害を持つ子どもの理解と支

援 
2   

選択

必修 

児童福祉と教育 2   

個が生きる集団づくりのための生

徒指導 
2   

教育相談における支援体制と連携 2   

子どもの心理と教育支援 2   

子ども支援活動演習 2   

 
 

教
育
経
営
探
究
コ
ー
ス 

 
 

専
門
科
目 

必修 

地域教育経営課題探究の方法論 2   

学校経営課題探究の方法論 2   

教育経営改善の開発・省察 2   

学級・学校危機管理論Ⅰ 2   

選択

必修 

学級・学校危機管理論Ⅱ 2   

学校内外連携・協働論 2   

学校内外連携・協働演習 2   

学校組織論 2   

教
育
実
習
科
目 

選択

必修 

基盤教育実習（初等） 5 

現職教員の学生以外は，「基

盤教育実習」及び「学校課題

探究実習」を選択履修する。

基盤教育実習（中等） 5 

学校課題探究実習（初等） 5 

学校課題探究実習（中等） 5 

異校種教育実習（幼稚園） 5 授業実践探究コースの現職教

員の学生は，「異校種教育実

習」及び「学校変革試行実習」

を選択履修し，子ども支援探

究コース・教育経営探究コー

スの現職教員の学生は，「関

係機関実習」及び「学校変革

試行実習」を選択履修する。

異校種教育実習（小学校） 5 

異校種教育実習（中学校） 5 

異校種教育実習（高等学校） 5 

関係機関実習 5 

学校変革試行実習（初等） 5 

学校変革試行実習（中等） 5 

目
標
確

認
科
目

必修 
教育実践課題研究Ⅰ 2 

教育実践課題研究Ⅱ 2 
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15 佐賀大学大学院学校教育学研究科における教育実習科目の実習参加 

資格基準 

 （平成２８年３月１６日制定） 

佐賀大学大学院学校教育学研究科における教育実習科目の実習（以下「探究実習」

という。）に参加できる者は，教育職員普通免許状（専修免許状又は一種免許状）を

取得し，次に定める探究実習ごとにそれぞれ参加資格基準を満たす者とする。 

 

１ 基盤教育実習（初等），基盤教育実習（中等） 

 (1) 教育実践課題研究Ⅰを履修中又は履修済みであること。 

 

２ 学校課題探究実習（初等），学校課題探究実習（中等） 

(1) 基盤教育実習（初等）又は基盤教育実習（中等）を履修済みであること。 

 (2) １年次後学期終了までに，２７単位以上修得していること。 

 

３ 異校種教育実習（幼稚園），異校種教育実習（小学校），異校種教育実習（中学

校），異校種教育実習（高等学校） 

 (1) 教育実践課題研究Ⅰを履修中又は履修済みであること。 

 

４ 関係機関実習 

 (1) 教育実践課題研究Ⅰを履修中又は履修済みであること。 

 

５ 学校変革試行実習（初等），学校変革試行実習（中等） 

 (1) 異校種教育実習（幼稚園），異校種教育実習（小学校），異校種教育実習（中

学校），異校種教育実習（高等学校）又は関係機関実習を履修済みであること。 

 (2) １年次後学期終了までに，２７単位以上修得していること。 

 

 

附 則 

この基準は，平成２８年４月１日から実施する。 
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16　開講科目

教育実践探究専攻

前 後 前 後

教育課程編成の基礎と課題 必 2 佐長，岡 演習 2

現代的な学力観と授業実践の基礎と課題 必 2 岡，佐長 演習 2

教科等におけるＩＣＴ利活用の基礎と課題 必 2 堤，（中村隆） 演習 2

子どもの学ぶ意欲の基礎と課題 必 2 （大元），真子 演習 2

生徒指導・学校カウンセリングの基礎と課題 必 2 下田，日野 演習 2

特別支援教育の基礎と課題 必 2 日野，松山 演習 2

教育経営の基礎と課題 必 2 平田，中島 演習 2

授業づくりと学級経営の基礎と課題 必 2 米田，（竜田） 演習 2

地域と連携する学校づくりの基礎と課題 必 2 上野，日山 演習 2

教職キャリアデザインの基礎と課題 必 2 中島，上野 演習 2

授業実践の研究 必 2 佐長，岡，堤，米田 演習 2

学力と学習評価の研究 必 2 佐長 演習 2

授業実践と学習評価の開発 必 2
佐長，重松，米田，岡，
堤，（山田）

演習 2

授業実践と学習評価の省察 必 2
佐長，重松，米田，岡，
堤，（山田）

演習 2

授業実践指導法の研究 必 2
（達富，田中彰，宇都
宮，世波，中村隆，栗
山，荒巻，栗原，瀧川）

演習 2

授業実践内容開発の研究 必 2
（谷口，早瀨，吉岡，宮
脇，角，庄田，萱島，池
上，板橋，荒木）

演習 2

備考
必修
選択
の別

週時間数

授業
形態

担当教員単位数授業科目名
科目
区分

1年 2年

共
通
必
修
科
目

授
業
実
践
探
究
コ
ー

ス
専
門
科
目

－20－



前 後 前 後

備考
必修
選択
の別

週時間数

授業
形態

担当教員単位数授業科目名
科目
区分

1年 2年

心身の発達過程論 必 2 （若本） 演習 2

心理アセスメント論 必 2 下田 演習 2

子ども支援活動実践の開発・省察 必 2 松山，下田，日野，真子 演習 2

発達障害を持つ子どもの理解と支援 必 2 日野 演習 2

児童福祉と教育 選必 2 松山 演習 2

個が生きる集団づくりのための生徒指導 選必 2 真子 演習 2

教育相談における支援体制と連携 選必 2 （若本） 演習 2

子どもの心理と教育支援 選必 2 （大元） 演習 2

子ども支援活動演習 選必 2 下田，日野，真子 演習 2

地域教育経営課題探究の方法論 必 2 上野 演習 2

学校経営課題探究の方法論 必 2 平田 演習 2

教育経営改善の開発・省察 必 2 上野，中島，平田，日山 演習 2

学級・学校危機管理論Ⅰ 必 2 日山 演習 2

学級・学校危機管理論Ⅱ 選必 2 平田，日山 演習 2

学校内外連携・協働論 選必 2 中島 演習 2

学校内外連携・協働演習 選必 2 上野 演習 2

学校組織論 選必 2 <川上> 演習 2

子
ど
も
支
援
探
究
コ
ー

ス
専
門
科
目

教
育
経
営
探
究
コ
ー

ス
専
門
科
目
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前 後 前 後

備考
必修
選択
の別

週時間数

授業
形態

担当教員単位数授業科目名
科目
区分

1年 2年

基盤教育実習（初等） 選必 5 指導教員等 実習

基盤教育実習（中等） 選必 5 指導教員等 実習

学校課題探究実習（初等） 選必 5 指導教員等 実習

学校課題探究実習（中等） 選必 5 指導教員等 実習

異校種教育実習（幼稚園）* 選必 5 指導教員等 実習

異校種教育実習（小学校）* 選必 5 指導教員等 実習

異校種教育実習（中学校）* 選必 5 指導教員等 実習

異校種教育実習（高等学校）* 選必 5 指導教員等 実習

関係機関実習* 選必 5 指導教員等 実習

学校変革試行実習（初等）* 選必 5 指導教員等 実習

学校変革試行実習（中等）* 選必 5 指導教員等 実習

教育実践課題研究Ⅰ 必 2 指導教員等 演習 2

教育実践課題研究Ⅱ 必 2 指導教員等 演習 2

　 *は現職教員学生用の実習

　 担当教員欄の（　　）は兼担教員，<　　>は非常勤講師

集

集

集

集

集

目
標
確
認
科
目

実
習
科
目

集

集

集

集

集

集
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17　授業科目の内容

教育実践探究専攻

科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

教育課程編成の基礎
と課題

　学習指導要領と教育課程編成について，佐賀県教育の課題と
ともに基礎的な理論と多様な事例について理解し，学校現場に
おける自らの実践的な課題を探求する。到達目標に応じて，3部
構成とする。第1部は，カリキュラムに関する基礎的な理論であ
る。学習指導要領と教育課程との異同，両者の関係とカリキュ
ラム概念による両者の統合について考察する。さらに，学力観
及び学習評価をも視野に入れて，新たな学力観によるカリキュ
ラム概念について論じる。第2部は事例研究であり，特色ある教
育課程の具体的事例を紹介する。基礎的な理論を活用して，複
数の事例についてディスカッションし，分析する。第3部は，実
践的課題の探求である。第1部，第2部の内容を活用して，教育
課程編成に関する受講者自身の実践的な課題を明らかにするた
めに，発表，ディスカッションを行うようにする。

現代的な学力観と授
業実践の基礎と課題

　「子どもが身につけるべき学力」の背景にある学力観と授業
を支える教授・学習理論を歴史的に理解し，「現代社会を生き
る上で必要な学力とは何か」を構想し，授業実践に向けた課題
を明確にする。到達目標に応じて3部構成にする。第1部は，戦
後初期から現代まで，各年代ごとに変遷してきた学力観とその
背景，学習指導要領の変化，授業を支える教授・学習理論を理
解する。また，「現代社会を生きる子どもたちに必要な学力と
は何か」を構想し，佐賀県の学力の状況を踏まえ，必要な教
授・学習方法について基本的な視座を得る。第2部は，授業分析
の方法論を習得し，各年代の学習指導要領や評価の考え方など
基礎的事項を踏まえた上で，各年代の特色ある授業実践につい
ての事例研究を行う。第3部は，第1部・第2部で学習してきたこ
とを基にして，「現代社会を生きる上で必要な学力とは何か」
を構想し，自らの授業実践に向けた課題を明らかにする。

教科等におけるＩＣ
Ｔ利活用の基礎と課
題

　本授業は，文部科学省および佐賀県教育委員会が推進する
「教育の情報化」の取り組みや，国立教育政策研究所が発表し
た「21世紀を生き抜く力をもった市民としての日本人に求めら
れる能力（21世紀型能力）」の基礎力である「情報リテラ
シー」を概観し，教科等におけるＩＣＴを利活用する教育の有
効性や課題などについて，ディスカッションを通して検討す
る。

子どもの学ぶ意欲の
基礎と課題

　子どもの学ぶ意欲に関する基礎的理論を理解し，子どもの状
況に応じた教育支援の在り方を明らかにする。到達目標に応じ
て，3部構成とする。第1部は，子どもの学ぶ意欲に関する基本
的な理論の理解である。第2部では，子どもの学ぶ意欲に関する
方法論について理解するとともに，効果的な教育支援について
学修する。第3部は，実践的課題の探求である。第1部，第2部の
内容を活用して，実践した教育支援の効果測定を行う方法論を
理解するとともに，受講者自身の実践的な課題や佐賀県の教育
課題に対する発表，ディスカッションを行うようにする。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

生徒指導・学校カウ
ンセリングの基礎と
課題

　佐賀県の教育課題である「不登校の中1ギャップ」および「い
じめへの連携的な対応」も踏まえ，生徒指導に係る諸課題を心
理社会的な視点から理解し，問題の未然防止や解消，予防的・
成長促進的な対応力を高める。授業のテーマに則し，(1)発達上
の課題やメンタルヘルスの問題の理解，(2)生徒指導上の諸問題
に関する心理学的な理解と対応，(3)予防的・成長促進的な対応
と有効な指導援助体制のあり方，を取り扱う。講義を中心に，
事例検討，発表・ディスカッションも適宜取り入れる予定であ
る。

特別支援教育の基礎
と課題

　通常学級に在籍する特別なニーズを持つ幼児・児童・生徒に
対する理解と，通常学級における配慮や支援・指導について考
えることを通して，特別支援教育の基礎について理解し，これ
までの自分の実践をふり返ると共に，今後の「個に応じた教育
的支援」の在り方を明らかにする。到達目標に応じて，3部構成
とする。第1部は，特別支援教育の流れや現在のシステム及び発
達障害の定義について理解する。第2部は，発達障害の幼児・児
童・生徒がかかえる課題の背景要因となる認知特性に関する演
習及びディスカッションを通して，通常学級における配慮や支
援・効果的な指導について検討する。また，通常学級・学校に
おける連携・支援体制を考えることを通して，チーム援助の在
り方についても検討する。第3部では，第1部，第2部の内容を活
用して，特別なニーズを持つ幼児・児童・生徒への受講者自身
の実践的な課題を明らかにするために，発表，ディスカッショ
ンを行うようにする。

教育経営の基礎と課
題

　本授業では，近年の主要な教育経営に関わる改革を5つの領
域，15の事項に分類し，5つの領域それぞれにおける総論（基
礎）を担当者が講義し，それぞれの領域に含まれると思われる
具体的改革事項（課題）について受講者がレポート形式で発表
を行い，全体で討議する。

授業づくりと学級経
営の基礎と課題

　授業づくりの基盤となる学級経営の方法及び授業づくりの基
礎について理解し，事例研究を通して課題を明らかにする。到
達目標に応じて3部構成にする。第1部は幼・小・中・高等学校
における授業づくりと学級経営の基礎理論である。子どもの発
達段階によって授業づくりもその基盤となる学級経営も変わる
ものもあれば不変のものもある。それぞれの学年に応じた集団
づくりの方法や配慮する点，共通した点などについて学修す
る。第2部は，事例研究であり，幼・小･中･高等学校で実際に取
り組まれた授業づくりと学級経営について紹介する。基礎的な
理論を活用して，複数の事例についてディスカッションし，分
析する。第3部は実践的課題の探求である。第1部・第2部の内容
を活用して，授業づくりと学級経営に関する実践的な課題を明
らかにするため，発表，討議を行うようにする。

地域と連携する学校
づくりの基礎と課題

　現代的な地域と連携した学校づくりの課題として，（1）地域
社会の変動について（自治体経営も含），（2）学校をとりまく
教育的な環境の変化とその影響，（3）地域と連携した学校づく
りにむけた実践理解と諸課題，3点を骨子とし授業を進める。そ
れぞれの課題について，まず現状をレクチャーした後，課題に
対応する実践例として特徴的なものを取り上げてディスカッ
ションを行う。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

共
通
必
修
科
目

教職キャリアデザイ
ンの基礎と課題

　「佐賀県教育の基本方針」の中で，教育現場が抱える諸課題
に適確に対応するためには，「優秀な教職員の養成・確保」が
不可欠であり，教職員のライフステージに応じた研修を充実さ
せ，自ら資質や実践的な指導力を高める。自らに最もふさわし
い学校の中での立ち位置を探すことによって，学校における教
員としての役割をしっかりと身につける。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

授業実践の研究

　各教科で共通する授業研究の方法，授業観察の観点及び評価
の方法について学修する。到達目標に応じて4部構成とする。第
1部は，授業研究に関する理論を理解することである。量的授業
研究や質的授業研究など現在行われている各授業研究の方法論
について理解すると共に，その長所や短所を考察し，新たな方
法の開発研究も行う。第2部は授業改善に向けた授業観察の観点
及び評価の方法について学修する。第3部は，事例研究を行い，
授業研究，授業観察及び評価に関する実践力を養う。第4部は各
受講者が実践した授業実践を基にして，授業研究及び授業評価
を行い，ディスカッションし受講者自身の実践的な課題を明ら
かにする。

学力と学習評価の研
究

　佐賀県学校教育の課題に応じて，学校教育において育成すべ
き学力とその評価についての理論，及び多様な事例について理
解し，受講者自らの課題を明確にする。授業の構成は，第1に学
力について論じる。生活における学習と学力及び学校における
学習と学力の2つについて考察する。第2に，学習評価が育成す
べき学力に加え，学校やカリキュラム，学習者と教師をコント
ロールすることを論じる。第3に，特色ある学習評価の具体的な
事例を取り上げ，グループになって分析する。第4に，　受講者
自身の実践的な課題を明らかにするために，自身の学習評価の
実践について発表し，グループ・ディスカッションを行う。そ
こで，育成・測定される学力及び評価方法について反省的に考
察するとともに，新たな学習評価の実践に向けての課題を明ら
かにする。

授業実践と学習評価
の開発

　教科の授業実践に向けて，授業の設計ができることをテーマ
とし，各受講者が専門とする教科の授業実戦に向けた教材開発
を行い，その教材を基にした学習評価を開発する。次に，学習
指導案を立案し，模擬授業を行う。その後，模擬授業及び学習
指導案について議論しその改善を行う。改善した学習指導案に
ついては担当教員による評価を受ける。

授業実践と学習評価
の省察

　教科の授業実践における分析及び改善ができることをテーマ
とし，各受講者が専門とする教科の授業実戦における分析及び
授業の評価を行う。ここでは教科の授業実践と学習評価の開発
で開発した授業を基に省察するのが望ましい。次に，実践した
授業の改善案を立案する。

授業実践指導法の研
究

　本授業のテーマは，授業実践における指導法についての理論
と多様な事例について理解し，教科の指導法に関する課題を明
らかにすることである。授業は，到達目標に応じて，4部構成と
する。第1部は，授業実践の指導等に関する基礎的な理論であ
る。目標設定，学習指導方法，学習評価方法のそれらを順次取
り上げ，授業実践について基礎的な理論を知り，理論的な検討
の能力を高める。第2部は事例研究であり，特色ある著名なすぐ
れた授業実践の事例を分析する。また，すぐれた授業実践に認
められる個性的な固有性と一般的な共通性についてディスカッ
ションし，明らかにする。第3部は，受講者自身による授業実践
の検討としての模擬授業と分析である。校種を超えて異なる視
点から，互いに授業実践のあり方を問い直すようにする。第4部
は，受講者自身の実践的課題の探求である。第1～3部の内容を
活用して，各教科の授業構成，及び学習指導に関する受講者自
身の実践的な課題を明らかにするためにリフレクションをし
て，レポート作成し，その内容を発表をする。
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授業実践内容開発の研究

　本授業のテーマは，授業実践における教育内容の開発を目的
に，授業実践の事例を反省的に考察し，受講者自身の課題を明
らかにすることである。授業は，到達目標に応じて，4部構成と
する。第1部は，授業実践の内容と学問研究との関係についての
理解である。小・中・高等学校のそれぞれの場合を順次取り上
げ，各校種の授業実践における学問的研究成果の活用について
明らかにする。第2部は事例研究であり，小・中・高等学校にお
ける受講者自身が実践した各教科の授業実践の事例における教
科内容について分析する。また，それらの授業内容改善につい
てディスカッションし，その改善や開発のためのリサーチを行
う。第3部は，受講者自身による授業内容改善のための学問的リ
サーチの報告である。自らの授業実践における内容の改善につ
いて，異なる校種の視点から，互いにそのあり方を問い直すよ
うにする。第4部では，授業内容開発研究について検討するため
に，第1～3部の内容を活用して，学習指導案を作成し，模擬授
業を行う。また，それとともに，授業内容開発の研究に関する
受講者自身の実践的な課題を明らかにすることも求める。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

心身の発達過程論

　幼児・児童・生徒の心身の発達過程に関する定型発達理論の
理解とともに，特別なニードを持つ子どもの発達過程を理解
し，子どもの発達過程に関する課題を明らかにする。到達目標
に応じて，3部構成とする。第1部は，幼児，児童及び生徒の心
身の発達過程に関する理解（定型発達の理解）と発達支援に向
けた事例検討を行う。第2部は特別なニードのある幼児，児童及
び生徒の心身の発達過程の理解と発達支援に向けた事例検討を
行う。第3部は，実践的課題の探求である。第1部，第2部の内容
を活用して，幼児，児童及び生徒の心身の発達課題について受
講者自身の実践的な課題を明らかにするために，発表，ディス
カッションを行う。

心理アセスメント論

　子どもが抱える心理的課題の支援に際し，程度や関連要因を
客観的に把握・分析し，それに基づいた手法を選択できるスキ
ルを身に付ける。知能，パーソナリティ，メンタルヘルスおよ
び学級集団それぞれの代表的アセスメント手法について，体験
的に学ぶ。そのため，講義と演習を織り交ぜながら授業を進め
ていく。

子ども支援活動実践
の開発・省察

　本授業では，子どもの支援活動を多面的に捉え，子どもの状
態を適切にアセスメントし，個々の子どもに応じた支援活動を
実践できることを目指している。そのため，初めに「支援活
動」の枠組みを理解し，枠組みに基づいた多面的なアセスメン
トを行う。次に，アセスメントにともづく状態像から，必要な
支援方法・支援方針を議論し，確認する。また，支援活動にお
ける関係機関との連携についても視野に入れて検討する。

発達障害を持つ子ど
もの理解と支援

　発達障害をもつ児童・生徒の理解とその支援について，アセ
スメントの総合的解釈を行い，学級集団・個別指導などの場面
に応じた，具体的で効果的な支援・指導の在り方について明ら
かにする。
　到達目標に応じて，3部構成とする。第1部は，各種心理テス
トの結果や観察情報等から，その認知特性及び課題について総
合的に解釈する。第2部では，そのアセスメントに基づき，通常
学級の一斉指導，通級指導教室の個別指導などの場面に応じた
支援・指導内容の計画について具体的な教材等の作成も行いな
がら考える。第3部では，それらの指導計画を，教師・子ども役
を想定して実践し検討すると共に，支援者連携についての演習
を通して，自らの実践の効果を評価できるようにする。

児童福祉と教育
　児童福祉のあり方について歴史的に検討し，子供の問題を，
家族，子育て，発達等の視点から捉えながら，児童福祉と教育
との関連性や連携について言及する。

個が生きる集団づく
りのための生徒指導

　生徒指導の目的とその機能を理解し，教育課程内外で子ども
に自己指導能力をどのように育ませるかを明らかにする。到達
目標に応じて，3部構成とする。第1部は，生徒指導に関する基
本的な理論の理解である。第2部では，生徒指導の機能を活か
し，子どもに自己指導能力を育成する方法について提案・検討
する。個が生きる集団づくりのために生徒指導の機能の具体的
活用方法について考察する。第3部では，自らの提案の評価であ
る。提案した自己指導能力を育成する方法を検討し，自らの提
案の効果を評価できるようにする。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

教育相談における支
援体制と連携

　学校における教育相談は，すべての教師によって教育活動の
一環として実施されることから，援助対象である児童・生徒の
問題の理解および相談技法の習得はもとより，学校内外との連
携，相談の有効性を高めるための支援体制の構築も要点とな
る。この授業では，これらに関する文献等に基づいて発表，討
論，考察し，教育相談の連携，支援体制に関する専門的知識の
修得を到達目標とする。
　授業の前半では，わが国の教育相談の現状，相談技法，児
童・生徒が抱える問題，連携にかかわる課題等を整理し，教育
相談の特性を理解する。後半では，教育相談における連携と支
援体制に焦点づけ，このテーマに関する有用な知見を蓄積して
いるコミュニティ心理学の国内外の文献に基づき，連携や支援
体制構築の理論や技法，先進的な取り組みの実際等を学ぶ。

子どもの心理と教育支援

　生涯発達的観点から幼児期・児童期・思春期・青年期にかけ
ての発達的特徴を理解し，それぞれの発達に応じた教育支援を
理解することを目標とし，学校教育の対象である幼児期から思
春期・青年期にかけての発達の特徴を踏まえながら，その時期
に応じた幼児・児童・生徒への教育支援について，事例を交え
ながら考えていく。

子ども支援活動演習

　本授業では，支援活動のための状態像の把握，実践とカン
ファレンスを通じて子どもの支援を多面的に実践し，子どもの
支援活動の理解をより深め，子どもの支援活動に関わる様々な
立場について，実践的な学びを踏まえながら理解することを目
指している。そのために，実践者としてだけではなく，観察
者・検査者など複数の立場から子ども支援を検討する。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

地域教育経営課題探
究の方法論

　地域教育計画とはどういうものかを理解し，その上で（1）先
行する事例の分析を通じて地域教育経営の諸課題を知る，（2）
地域教育課題を解決するための地域的な資源の在り様を知るた
めの調査方法について学ぶ，（3）佐賀県内の地域と学校との連
携した教育経営のあり方を構築するために，調査を基礎とした
地域教育計画の策定を考える。それぞれの課題について，まず
現状をレクチャーした後，課題に対応する実践例として特徴的
なものを取り上げてディスカッションを行う。

学校経営課題探究の
方法論

　本授業では，量的調査方法や質的調査方法がどのような調査
目的に適しているのか等，調査方法概論について触れた上で，
特に質的調査方法について学ぶ。また個別事例を検討するた
め，ケース・スタディの手法についても対象とする。その上で
実際に模擬調査を行い，分析結果をクラス全体で検討し，これ
をどのようにして学校評価・学校改善に役立てるのかについて
議論する。

教育経営改善の開
発・省察

　基盤教育実習および異校種・関係機関実習における振り返り
を行うと共に，次の実習に向けた課題設定を行う。到達目標
は，以下の通りである。
1　基盤教育実習を振り返り，学校内における自己の役割と課題
について理解する。
2　関係機関実習を振り返り，実習先組織の業務内容やその背景
にある教育課題を理解する。
3　実習先の学校・組織における自己の目標を設定し，実践の手
立てを考える。
　ストレートマスターは到達目標の1と3を，現職教員院生は到
達目標の2と3を達成するよう，ほぼ毎回，実習に関するレポー
トを作成し，コース教員とともに実習の振り返りと次回に向け
た課題設定を行い，最終的には2年次の実習に向けた計画を策定
する。

学級・学校危機管理論Ⅰ

　佐賀県教育の基本方針　Ⅴ　教育活動を支える環境の整備　2
安全・安心で快適で質の高い教育環境の整備を学校全体で推進
するために，学級・学校での危機管理を進める上で必要な基礎
的な理論と具体的な危機的場面での実践力を身につける。ま
た，学校のリーダとして必要な危機管理に関する学校内の組織
のあり方についても理解を深める。
　本授業では，学級・学校の危機管理に関する基礎的な理論に
ついて理解する。次に危機管理・学校安全について具体的な事
例の分析を行い，緊急時の対応ができる実践力を身につける。
具体的には，自然災害や不審者に関わる事例，学校活動中に関
わる事例，保護者，マスコミへの対応などを題材として，関係
諸機関との連携・協働，学校組織としての対応などについて，
ディスカッション，ロールプレイング等を通して学習を行う。

学級・学校危機管理論Ⅱ

　学校・学級経営に際して実際に提起された裁判例を中心とし
てその法的・教育的意味合いを理解し，日常の学校・学級経営
に活かすことをテーマとし，本授業では，学校・学級運営上起
こり得る法的問題を7領域・15事例取り上げ，原告・被告の主張
や裁判所による事実認識・判旨等を受講者が発表したうえで，
そこから日常の学校・学級運営実践に活用できるものは何かに
ついて検討する。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

学校内外連携・協働
論

　児童生徒の課題解決及び健全育成を図る上において，学校内
外の連携・協働が不可欠であることから，児童生徒を取り巻
く，教育の専門家や非専門家がそれぞれの役割を分担しなが
ら，直接的，又は間接的に対応することによって，児童生徒の
課題解決や健全育成が図られることを具体的場面を設定し，受
講者どうしが討議をするなかで，最善の対処の方策を身につけ
る。

学校内外連携・協働演習

　学校組織が連携・協働をもつ必要がある事案・事項につい
て，先進事例についての分析・考察を行う。その上で，（1）佐
賀県内において，学校が学校外の組織，機関と関係を持つ必要
がある事案・事例について検討する，（2）佐賀県内において，
学校を支えている組織，関係機関について調査を行い，視察・
見学を行う，（3）当該学校が必要とする連携・協同のあり方に
ついて検討し，その具体的な方法について計画を策定する。

学校組織論

　学校組織を「教育行政機関としての学校」「教職員組織」
「地域や外部機関との連携」の3側面に分け，学校組織にありが
ちな事例（紛争事例や失敗事例）を示しながら，それぞれを説
明する組織モデルについて理解を深める。テキストの購読を基
礎に，組織の「失敗」回避に向けた方策を検討するディスカッ
ションを行うのに加え，まとめに相当する回（第4回・第8回・
第12回）では，学校における最適な組織モデルや連携モデルを
構想・提案する機会を設ける。
　終盤の3回では，学校や教師の「つながり」「学習」に関する
最新の議論を紹介し，それらをもとに，教員としての同僚関係
構築や人脈づくり，校内での研修・学習のあり方，学校内外で
の連携・協働の方策，のそれぞれについてディスカッションを
を行う。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

基盤教育実習（初等）

　本実習は，主として小学校教諭および幼稚園教諭を志望する
学部卒業生等学生を対象とする。受講生は，学部の教育実習お
よび教職実践演習等において覚知あるいは指摘された教師とし
ての自己の課題の克服・改善と教師の仕事の総体について実際
的に学ぶための目標を設定し，「実習計画」を立案する。連携
協力校において実習校メンター教員および大学院指導教員の指
導のもとで，授業実践や体験活動等による実習を行う。実習終
了段階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を作
成し，発表する。

基盤教育実習（中等）

　本実習は，主として中学校教諭および高等学校教諭を志望す
る学部卒業生等学生を対象とする。受講生は，学部の教育実習
および教職実践演習等において覚知あるいは指摘された教師と
しての自己の課題の克服・改善と教師の仕事の総体について実
際的に学ぶための目標を設定し，「実習計画」を立案する。連
携協力校において実習校メンター教員および大学院指導教員の
指導のもとで，授業実践や体験活動等による実習を行う。実習
終了段階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を
作成し，発表する。

学校課題探究実習（初等）

　本実習は，主として小学校教諭および幼稚園教諭を志望する
学部卒業生等学生を対象とする。受講生は，1年次の基盤教育実
習において覚知あるいは指摘された教師としての自己の課題の
克服・改善と，実習校（佐賀県）の教育課題改善のための目標
を設定し，「実習計画」を立案する。基盤教育実習と同じ連携
協力校において，引き続き実習校のメンター教員および大学院
指導教員の指導のもとで授業実践や体験活動等による実習を行
う。実習終了段階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報
告書」を作成し，発表する。

学校課題探究実習（中等）

　本実習は，主として中学校教諭および高等学校教諭を志望す
る学部卒業生等学生を対象とする。受講生は，1年次の基盤教育
実習において覚知あるいは指摘された教師としての自己の課題
の克服・改善と，実習校（佐賀県）の教育課題の改善ための目
標を設定し，「実習計画」を立案する。基盤教育実習と同じ連
携協力校において，引き続き実習校メンター教員および大学院
指導教員の指導のもとで授業実践や体験活動等による実習を行
う。実習終了段階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報
告書」を作成し，発表する。

異校種教育実習（幼稚園）

　幼稚園教諭である現職教員等学生を対象として，隣接する校
種である小学校での教育実習を通して，異校種における指導方
法の良さや児童の発達段階の特徴を理解するとともに，自己の
校種との連携・協力や指導方法の活用のあり方を探り，教師と
しての資質の向上を図る。受講生は，自らの実践研究課題に基
づいて実習目標を設定し，「実習計画」を立案する。小学校に
おいて，実習校のメンター教員および大学院指導教員の指導の
もとで，授業実践や体験活動等による実習を行う。実習終了段
階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を作成し
発表する。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

異校種教育実習（小学校）

　小学校教諭である現職教員等学生を対象として，隣接する校
種である幼稚園または中学校での教育実習を通して，異校種に
おける指導方法の良さや幼児・生徒の発達段階の特徴を理解す
るとともに，自己の校種との連携・協力や指導方法の活用のあ
り方を探り，教師としての資質の向上を図る。受講生は，自ら
の実践研究課題に基づいて実習目標を設定し，「実習計画」を
立案する。幼稚園または中学校において，実習校のメンター教
員および大学院指導教員の指導のもとで，授業実践や体験活動
等による実習を行う。実習終了段階では目標に基づき自己評価
を行い，「成果報告書」を作成し発表する。

異校種教育実習（中学校）

　中学校教諭である現職教員等学生を対象として，隣接する校
種である小学校または高等学校での教育実習を通して，異校種
における指導方法の良さや児童・生徒の発達段階の特徴を理解
するとともに，自己の校種との連携協力や指導方法の活用のあ
り方を探り，教師としての資質の向上を図る。受講生は，自ら
の実践研究課題に基づいて実習目標を設定し，「実習計画」を
立案する。附属小学校または連携協力校である高等学校におい
て実習校のメンター教員および大学院指導教員の指導のもと
で，授業実践や体験活動等による実習を行う。実習終了段階で
は目標に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を作成し発表
する。

異校種教育実習（高等学校）

　高等学校教諭である現職教員等学生を対象として，隣接する
校種である中学校での教育実習を通して，異校種における指導
方法の良さや生徒の発達段階の特徴を理解するとともに，自己
の校種との連携協力や指導方法の活用のあり方を探り，教師と
しての資質の向上を図る。受講生は，自らの実践研究課題に基
づいて実習目標を設定し，「実習計画」を立案する。中学校に
おいて，実習校のメンター教員および大学院指導教員の指導の
もとで，授業実践や体験活動等による実習を行う。実習終了段
階では目標に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を作成し
発表する。

関係機関実習

　現職教員等学生を対象として，異なる複数の教育関係機関に
おいて業務実習等を行い，学校外における子ども支援のための
多様な機能や教育行政，社会教育等について体験的に理解す
る。また自己が所属する学校における子どもを支援する活動を
高いレベルに引き上げたり，学校・学級の教育機能の向上およ
び学校（佐賀県）の教育課題改善のための関係機関との連携を
強化する方策やシステムを構築したりするために，関係機関と
の連携方法についての考察を行う。受講生は，自己あるいは現
任校（佐賀県）の教育課題に基づいて達成目標を設定し，実習
計画を立案する。関係機関においてメンター指導員および大学
院指導教員の指導のもとで実習を行う。実習終了段階では目標
に基づき自己評価を行い，「成果報告書」を作成し，発表す
る。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

学校変革試行実習（初等）

　小学校および幼稚園，特別支援学校（小学部）からの現職教
員等学生を対象として，自己が所属する学校園の教育レベルの
引き上げや活性化，学校・園（佐賀県）が抱える教育課題の改
善・解決を目標として，変革プランを作成する。教職員間の合
意を形成し，自身がリーダーシップを発揮しながら学校園変革
のための試行的な実践を行う。実践後，結果を検証し，現任校
への提言と還元を行うことを通して，ミドルリーダー，スクー
ルリーダーとしての資質を形成する。受講生は，現任校(園)の
教育課題に基づいて達成目標を設定し，「変革プラン」を立案
する。現任校園（連携協力校）において実習日を設定し，実習
校のメンター教員および大学院指導教員の指導のもとで実習を
行う。実習終了段階では目標に基づき自己評価を行い，「成果
報告書」を作成し発表する。

学校変革試行実習（中等）

　中学校および高等学校，特別支援学校（中学部，高等部）か
らの現職教員等学生を対象として，自己が所属する学校の教育
レベルの引き上げや活性化，学校・園（佐賀県）が抱える教育
課題の改善・解決を目標として，変革プランを作成する。教職
員間の合意を形成し，自身がリーダーシップを発揮しながら学
校変革のための試行的な実践を行う。実践後，結果を検証し，
現任校への提言と還元を行うことを通して，ミドルリーダー，
次期スクールリーダーとしての資質を形成する。受講生は，現
任校の教育課題に基づいて達成目標を設定し，「変革プラン」
を立案する。現任校（連携協力校）において実習日を設定し，
実習校のメンター教員および大学院の指導教員の指導のもとで
実習を行う。実習終了段階では目標に基づき自己評価を行い，
「成果報告書」を作成し発表する。
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科目
区分

授業科目名 授業科目の内容

教育実践課題研究Ⅰ

　本授業は，教員としての自己の資質の形成について確認し，
大学院における学修，及び研究の目標を明確に設定することを
目的とする必修科目である。履修者が，佐賀県の学校教育の課
題を参考にそれぞれに自己の課題を明らかにし，先行研究につ
いてリサーチし，それらに応じて実践研究計画，履修計画及び
教育実習計画を立案するようにしなければならない。また，そ
れらの立案に際しては，チューター教員，及び，実習校の指導
教員と協議しながら，進めていく。また，作成した履修計画及
び教育実習計画は，指導教員による評価を受けるようにする。

教育実践課題研究Ⅱ

　本授業は，大学院における学修，及び研究によって，形成し
た教師としての資質について確認する科目である。具体的に
は，設定した目標達成について評価する。そうすることによっ
て，学び続ける教師としての資質形成を自己評価する。履修者
は，当初に設定した自己の課題に応じて，課題の克服，探求を
目標として明確化している。その目標を基準として，学修・研
究の成果と課題について明らかにする実践を省察し，口頭発表
を行う。評価については，指導教員だけでなく，佐賀県教育委
員会をはじめ広く地域の学校や社会からも得られるようにす
る。
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18　教員免許

（別表１）

免許状の種類 教科

幼稚園教諭

小学校教諭

中学校教諭
国語，社会，数学，理科，音楽，美術，
保健体育，技術，家庭，英語

高等学校教諭
国語，地理歴史，公民，数学，理科，
音楽，美術，工芸，書道，保健体育，
家庭，情報，農業，工業，商業，英語

養護教諭

　当該免許状の一種免許状を有する者（所要資格を満たしている者を含む。）が，修士の学位
を取得し，かつ当該研究科において教育職員免許法及び同法施行規則に定める単位を修得（別
表2の認定を受けた科目から24単位以上を修得）したときは，別表1に示す教育職員免許状を取
得することができる。（上記の「修士の学位を取得」には，大学院に1年以上在学し，30単位以
上を修得した場合を含む。）

取得できる専修免許状

専攻 コース

教育実践探究

授業実践探究

子ども支援探究

教育経営探究
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（別表2）　※○印の中から24単位以上を修得

科目
区分

授業科目名 単位数 幼専免 小専免 中専免 高専免 養専免

教育課程編成の基礎と課題 2 ○ ○

現代的な学力観と授業実践の基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

教科等におけるＩＣＴ利活用の基礎と課題 2 ○ ○ ○

子どもの学ぶ意欲の基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

生徒指導・学校カウンセリングの基礎と課題 2 ○ ○ ○

特別支援教育の基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

教育経営の基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

授業づくりと学級経営の基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

地域と連携する学校づくりの基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

教職キャリアデザインの基礎と課題 2 ○ ○ ○ ○ ○

授業実践の研究 2 ○ ○

学力と学習評価の研究 2 ○ ○ ○ ○ ○

授業実践指導法の研究 2 ○ ○ ○

授業実践内容開発の研究 2 ○ ○ ○

心身の発達過程論 2 ○ ○ ○ ○ ○

心理アセスメント論 2 ○ ○ ○ ○ ○

発達障害を持つ子どもの理解と支援 2 ○ ○ ○ ○ ○

個が生きる集団づくりのための生徒指導 2 ○ ○ ○

教育相談における支援体制と連携 2 ○ ○ ○

子どもの心理と教育支援 2 ○ ○ ○ ○ ○

共
通
必
修
科
目

授
業
実
践
探
究
コ
ー

ス
専
門
科
目

子
ど
も
支
援
探
究
コ
ー
ス
専
門
科
目
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（別表2）　※○印の中から24単位以上を修得

科目
区分

授業科目名 単位数 幼専免 小専免 中専免 高専免 養専免

地域教育経営課題探究の方法論 2 ○ ○ ○ ○ ○

学校経営課題探究の方法論 2 ○ ○ ○ ○ ○

学級・学校危機管理論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

学級・学校危機管理論Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○

学校内外連携・協働論 2 ○ ○ ○ ○ ○

学校内外連携・協働演習 2 ○ ○ ○ ○ ○

学校組織論 2 ○ ○ ○ ○ ○

基盤教育実習（初等） 5 ○ ○

基盤教育実習（中等） 5 ○ ○

学校課題探究実習（初等） 5 ○ ○

学校課題探究実習（中等） 5 ○ ○

異校種教育実習（幼稚園） 5 ○

異校種教育実習（小学校） 5 ○

異校種教育実習（中学校） 5 ○

異校種教育実習（高等学校） 5 ○

学校変革試行実習（初等） 5 ○ ○

学校変革試行実習（中等） 5 ○ ○

教育実践課題研究Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

教育実践課題研究Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

教
育
経
営
探
究
コ
ー

ス
専
門
科
目

教
育
実
習
科
目

目
標
確
認
科
目

－38－



19 各種手続き等について 

 

（1）履修登録について 

Ｗｅｂによる履修登録になるので，詳細は学生便覧「履修登録について（授業を受ける前に！）」 

を参照してください。 

 

（2）学生への連絡について 

学生への通知及び連絡は，掲示によって行うので，学生生活課及び大学院生用掲示板等を定 

期的に確認してください。 

 

（3）証明書の発行手続き 

所定の申込書により申し込んでください。 

なお，発行に１週間程度かかる場合がありますので，早めに申し込んでください。 

証明書の種類 申込場所 

・学生証 教務課教務情報管理担当 

・通学証明書 

・自動車登録票 
学生生活課 

・免許状取得見込証明書 

・学力に関する証明書 

・英文証明書 

・単位修得証明書 

・人物証明書（又は人物推薦書） 

教務課教育学部教務担当 

「在学証明書」，「ＪＲの旅客運賃割引証（学割）」，「成績証明書」及び「卒業（修了）見込証 

明書」は教務課内に設置された証明書自動発行機で発行することができます。 

 

（4）その他の願い出について 

休学，復学，退学，住所変更等は教務課に願い出て，所定の届出を提出してください。（詳細

は，学生便覧「学生関係諸手続一覧（本庄キャンパス）」を参照してください。） 

 

（5）その他の注意事項 

上記以外の手続き等については，学生便覧の「学生生活と学生センター」を参照してくださ 

い。 
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